
一
、
は
じ
め
に

　

初
期
俳
諧
を
先
導
し
た
松
永
貞
徳
は
、『
俳
文
学
大
辞
典（

１
）』

に
よ
れ
ば
、
元
亀

二
（
一
五
七
一
）
年
生
ま
れ
、
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
没
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
貞
徳
の
句
に
「
酒
の
朋
遠
方
よ
り
や
き
く
の
宿
」（『
崑
山
集
』
六
二
〇
九（

２
））

が

あ
る
。
句
中
の
「
朋
遠
方
よ
り
や
」
と
い
う
部
分
が
『
論
語
』
学
而
一
の
「
有
朋

自
遠
方
来（

３
）」

に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

初
期
俳
諧
が
勃
興
し
、
隆
盛
に
至
っ
た
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に

か
け
て
『
論
語
』
に
つ
い
て
は
古
注
本
に
拠
る
読
み
方
よ
り
も
新
注
本
に
拠
る
読

み
方
が
優
勢
に
な
る
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
貞
徳
の
句
の
よ
う
に
『
論

語
』を
摂
取
し
た
句
が
他
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
初
期
俳
諧
期
の
句
の
中
の『
論

語
』
由
来
の
語
句
は
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
や
皇
侃
の
『
論
語
集
解
義
疏
』
等
に

基
づ
く
古
注
本
か
ら
摂
取
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
朱
熹
の
『
論
語
集
注
』
に
基
づ

く
新
注
本
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
期
俳
諧

に
携
わ
っ
た
者
た
ち
の
漢
学
に
関
す
る
教
養
の
基
盤
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
本
論
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、初
期
俳
諧
と『
論

語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
書
や
論
文
は
管
見
の
及

ぶ
限
り
見
出
せ
な
い
。
そ
こ
で
範
囲
を
広
げ
、
日
本
の
古
典
文
学
と
『
論
語
』
古

注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
言
及
し
た
先
行
研
究
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
本
論

末
尾
に
挙
げ
た
参
考
文
献
七
の
古
澤
未
知
男
「
漢
籍
引
用
よ
り
見
た
徒
然
草
の
一

考
察
」
を
始
め
い
く
つ
か
の
研
究
書
や
論
文
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
本
論
文
報
告
者
は
「
医
療
創
生
大
学
研
究
紀
要　

人
文
学
・
社
会
科
学
・

情
報
学
篇　

第
５
号
（
通
巻
第
33
号
）」（
二
〇
二
〇
年
二
月
）
に
お
い
て
「
初
期

俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
考
を
発
表
し
た
。
こ

れ
は
江
戸
時
代
初
期
の
俳
諧
に
よ
る
『
論
語
』
の
摂
取
と
同
時
期
の
日
本
漢
詩
に

よ
る
『
論
語
』
の
摂
取
と
を
対
比
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
報
告
は
初
期
俳
諧
時
代
の
句
に
よ
る
『
論
語
』
の
摂
取
が
日
本
の
古
注
本

か
ら
な
の
か
、
新
注
本
か
ら
な
の
か
を
調
査
・
検
討
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い

る
。

初
期
俳
諧
と
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
つ
い
て

吉

田

健

一

（
一
一
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
と
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
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二
、
初
期
俳
諧
よ
り
前
の
日
本
の
文
学
作
品
と
『
論
語
』
と
の
関
係

　

初
期
俳
諧
よ
り
前
に
散
文
で
書
か
れ
た
文
学
作
品
に
よ
る
『
論
語
』
の
本
文
あ

る
い
は
注
の
摂
取
に
つ
い
て
は
、『
枕
草
子
』
第
四
六
段
と
学
而
八
と
の
関
係（

４
）、『

源

氏
物
語
』
第
十
帖
「
賢
木
巻
」
と
子
罕
二
九
の
古
注
と
の
関
係（

５
）、『

徒
然
草
』
の

い
く
つ
か
の
段
と
『
論
語
』
と
の
関
係（

６
）、『

さ
ゝ
め
ご
と
』
の
「
生
涯
修
行
す
べ

き
こ
と
」の
段
と
子
罕
二
二
及
び
憲
問
四
五
と
の
関
係（

７
）な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
俳
諧
の
近
隣
の
分
野
で
あ
る
和
歌
に
よ
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
つ

い
て
述
べ
る
。『
論
語
』
か
ら
の
引
用
箇
所
に
傍
線
を
付
す
こ
と
が
あ
る
。
作
品

の
次
に
『
論
語
』
の
該
当
箇
所
を
掲
げ
る
。

　

Ａ　

�

へ
つ
ら
ひ
て
た
の
し
き
よ
り
も
へ
つ
ら
は
で
ま
づ
し
き
身
こ
そ
心
や
す
け

れ　

無
住
（
国
５
巻
―
三
八
八
『
沙
石
集
』
一
三
〇（

８
））

　
　
　

�

学
而
一
五　

子
貢
曰
、
貧
而
無
諂
、
富
而
無
驕
、
如
何
、
子
曰
、
可
也
、

未
若
貧
而
樂
道
、
富
而
好
禮
者
也

　

Ｂ　

�

不
義
而
富
且
貴
於
我
如
浮
雲
と
い
へ
る
こ
と
を

　
　
　

�

身
に
た
へ
ぬ
我
が
名
も
よ
し
や
半
天
に
う
か
べ
る
雲
の
あ
り
て
な
け
れ
ば

　

惟
宗
光
庭
（
国
一
巻
―
一
八
『
新
千
載
集
』
一
九
四
九
）

　
　
　

述
而
一
五　

不
義
而
富
且
貴
、
於
我
如
浮
雲

　

Ｃ　

�

日
に
三
た
び
お
ろ
か
な
る
身
を
か
へ
り
み
て
つ
か
ふ
る
道
も
わ
が
君
の
た

め　

入
道
前
右
大
臣
（
国
一
巻
―
二
二
『
新
葉
集
』
一
二
四
〇
）

　
　
　

学
而
四　

吾
日
三
省
吾
身

　

Ｄ　

�

ひ
ま
も
な
く
植
る
さ
な
へ
を
見
て
も
し
れ　

民
を
つ
か
ふ
る
時
の
あ
り
と

は　

十
市
遠
忠
（
私
七
巻
―
五
「
遠
忠
Ⅰ
」
三
五（

９
））

　
　
　

学
而
五　

道
千
乘
之
國
、
敬
事
而
信
、
節
用
而
愛
人
、
使
民
以
時

　

Ｅ　

�

こ
と
に
い
て
は
を
ろ
か
に
や
と
て
日
に
三
た
ひ　

か
み
か
み
る
身
の

思
ひ
と
か
し
る　

飛
鳥
井
雅
敦

（
（1
（

（
私
七
巻
―
二
七
「
雅
敦
卿
御
詠
草
」

二
五
四
）

　

Ｆ　

�

あ
さ
く
ら
の
こ
ゑ
は
ふ
け
つ
ゝ
う
た
ふ
也　

本
た
ち
て
よ
り
末
の
世
ま

て
に　

三
条
西
実
条
（
私
七
巻
―
五
一
「
実
条
Ⅷ　

実
条
公
御
詠
草

（
（1
（

」

二
五
）

　
　
　

學
而
二　

君
子
務
本
、
本
立
而
道
生

　

以
上
の
和
歌
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
は
Ｂ
で
あ
る
。
詞
書
が
「
不
義
而
富
且
貴

於
我
如
浮
雲
と
い
へ
る
こ
と
を
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
題
に
応
じ
て

作
歌
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。『
新
千
載
和
歌
集
』（
延
文
四
（
一
三
五
九
）

年
撰
進
）
の
時
代
に
は
、『
論
語
』
の
中
の
語
句
が
歌
会
で
題
と
し
て
出
さ
れ
る

ほ
ど
に
歌
詠
み
た
ち
の
間
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

次
に
注
目
す
べ
き
は
Ｃ
の
歌
と
「
論
語
し
り
に
て
御
入
候
歟
」
と
い
う
言
葉
が

添
え
ら
れ
て
い
る
Ｅ
の
歌
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
学
而
四
の「
吾
日
三
省
吾
身
」

を
踏
ま
え
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
中
の
「
三
」
は
日
本
の
古
注

本
で
は
「
ミ
タ
ヒ（
（1
（

」、
新
注
本
で
は
「
ミ
ツ
」
と
読
ま
れ
る
。
Ｃ
と
Ｅ
は
い
ず
れ

も
古
注
本
の
読
み
方
に
よ
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
和
歌
に
お
い
て
も
『
論
語
』
を
摂
取
し
た
作
品
が
認
め
ら
れ
る
。

三
、
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
摂
取
の
例

㈠
古
注
本
か
ら
か
新
注
本
か
ら
か
見
分
け
が
つ
か
な
い
場
合

　

こ
こ
か
ら
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
摂
取
の
例
を
古
注
本
及
び
新
注
本
の

（
一
二
）



読
み
方
と
比
べ
な
が
ら
見
て
い
く
。
以
下
に
引
用
す
る
句
の
う
ち
『
論
語
』
と
関

連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
傍
線
を
施
し
た
。

　

句
の
後
に
、『
論
語
』
の
被
引
用
箇
所
の
篇
・
章
を
示
し
た
後
、
古
注
本
及
び

新
注
本
の
う
ち
句
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
挙
げ
た
。
古
注
本
と
し
て

は
、『
建
武
鈔
本
論
語
集
解

（
（1
（

』（『
建
武
本
』
と
略
す
）
を
代
表
と
し
て
掲
げ
る
。

新
注
本
と
し
て
は
元
亀
四
（
一
五
七
三
）
年
に
書
写
し
た
こ
と
が
奥
書
に
記
さ
れ

て
い
る
『
元
亀
四
年
本　

論
語
集
注

（
（1
（

』（『
元
亀
本
』
と
略
す
）
を
用
い
る
。
訓
点

は
、
返
り
点
、
音
合
符
、
訓
合
符
、
正
訓
、
左
訓
、
送
り
仮
名
を
示
す
に
と
ど
め
、

そ
れ
以
外
の
記
号
や
書
き
込
み
は
省
略
し
た
。
配
列
は
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
句

集
や
俳
諧
撰
集
の
発
行
順
と
す
る
。

　

Ａ　

�

本
立
て
道
生
物
や
か
ど
の
松　

道
節（『
歳
旦
発
句
集
』四
二
一
ほ
か
』（
学

而
二
）

　
　
　

�『
建
武
本
』　

君 - 

子ハ 

務ツ
ト
ムレ

本モ
ト
ヲ

 

モ〳
ト〵 - 

立タ
ツ
テ

 

而
道ミ

チ - 
生ナ

ル

　
　
　
『
元
亀
本
』　

君 - 

子ハ 

務ツ
ト
ムレ

本ヲ 

々 - 

立テ 

而乄 - 

道 - 

生ナ
ル

　

Ｂ　

�

朋
友
と
ま
じ
は
る
に
よ
き
新
酒
哉　

道
之
（『
続
山
井
』
五
〇
三
二
）（
学

而
四
）

　
　
　

�『
建
武
本
』　

與ト
二
朋ホ

ウ - 

友イ
ウ

一

交マ
ジ
ハ
リ

　

言イ
ツ
テ而

不ズ
レ

信
シ
ン
ア
ラ 

乎ヤ

　
　
　

�『
元
亀
本
』　

與ト
二
朋
友
一

交
マ
シ
ハ
ツ
テ

　

而（1
（1
（

不ン
ヤレ 

信―
ア
ラ

乎

　

Ｃ　

�

網
に
か
か
る
天
命
を
し
れ
五
十
雀　

保
友
（『
続
境
海
草
』
九
九
九
）（
為

政
四
）

　
　
　
『
建
武
本
』　

五 - 

十ニ
乄　

而
知シ

ル
レ
天 - 

命メ
イ
ヲ

一

　
　
　
『
元
亀
本
』　

五
十ニ

乄　

而乄 

知ル
二
天 - 

命ヲ
一

　

Ｄ　

�

一
も
つ
て
く
は
ん
と
う
の
代
や
君
が
春　

松
村
吟
松（『
桜
川

（
（1
（

』二
七
）（
里

仁
一
五
ほ
か
）

　
　
　

�『
建
武
本
』　

吾ワ
ガ 

道タ
ウ
ハ

　

一イ
ツ 

以
コ
レ
ヲ
モ
ツ
テ

　

 

貫
ク
ワ
ン
セ
リレ

之 

哉

�

（「
以
」
の
左
訓
「
モ
ツ
テ
」）

　
　
　

�『
元
亀
本
』　

吾カ 

道ハ
一 - 

以テ 

貫セ
リ

レ
之レ

ヲ（「
之
」
の
後
に
「
哉
」
の
字
無
し
）

　
『
俳
文
学
大
辞
典
』
等
に
よ
り
、
各
俳
書
の
刊
年
を
記
す
と
、
Ａ
の
句
が
収
録

さ
れ
て
い
る
『
歳
旦
発
句
集
』
は
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
の
も
の
で
あ
る
。

Ｂ
の
『
続
山
井
』
は
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
、
Ｃ
の
『
続
境
海
草
』
は
寛
文

一
○
（
一
六
七
〇
）
年
、
Ｄ
の
『
桜
川
』
は
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
が
刊
年
と

な
っ
て
い
る
。

　

各
句
を
見
る
と
、『
論
語
』
本
文
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
引
用
し
て
い
る
の
で
、『
論

語
』
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
が
す
ぐ
分
か
る
。
で
は
、一
歩
踏
み
込
ん
で
、『
論
語
』

の
語
句
の
摂
取
が
古
注
本
か
ら
な
さ
れ
た
の
か
、
新
注
本
か
ら
な
さ
れ
た
の
か
ま

で
分
か
る
だ
ろ
う
か
。

　

例
と
し
て
、
Ａ
の
「
本
立
て
道
生
物
や
か
ど
の
松
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
中

の「
本
立
て
道
生
物
や
」は
、普
通
に
読
む
と
、「
も
と
た
つ
て　

み
ち
な
る
も
の
や
」

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
學
而
二
の
「
本
立
而
道
生
」
に
よ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
被
摂
取
箇
所
で
あ
る
「
本
立
而
道
生
」
の
『
建
武
本
』
の
読
み
下
し
は
ひ

ら
が
な
で
書
く
と「
も
と
た
つ
て　

み
ち
な
る
」に
な
る
と
思
わ
れ
る
。『
元
亀
本
』

で
は
「
も
と
た
つ
て　

し
か
う
し
て　

み
ち
な
る
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
両
者
を

比
べ
る
と
、『
建
武
本
』
で
は
読
ま
な
い
「
而
」
を
『
元
亀
本
』
で
は
読
む
と
い

う
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
部
分
は
句
に
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ

を
除
く
と
、『
建
武
本
』
と
『
元
亀
本
』
と
で
は
読
み
方
に
特
段
の
違
い
は
認
め

ら
れ
な
い
。『
建
武
本
』
以
外
の
古
注
本
、『
元
亀
本
』
以
外
の
新
注
本
を
見
て
も
、

や
は
り
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
Ａ
の
句
の
『
論
語
』
摂
取
箇
所
が
古
注

（
一
三
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
と
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
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本
か
ら
な
の
か
、新
注
本
か
ら
な
の
か
は
見
分
け
が
つ
か
な
い
。
Ｂ
以
下
の
例
も
、

同
様
で
あ
る
。

㈡
『
論
語
』
古
注
本
か
ら
か
新
注
本
か
ら
か
見
分
け
が
つ
く
場
合

　

俳
諧
の
句
の
中
の
あ
る
個
所
が
『
論
語
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、古
注
本
か
ら
か
新
注
本
か
ら
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
和
歌
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
た
と

え
ば
学
而
四
の
「
吾
日
三
省
吾
身
」
の
「
三
」
は
古
注
本
で
は
「
ミ
タ
ヒ
」、
新

注
本
で
は
「
ミ
ツ
」
と
読
ま
れ
る
の
で
、
学
而
四
か
ら
の
引
用
箇
所
が
そ
の
ど
ち

ら
に
な
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
古
注
本
か
ら
か
新
注
本
か
ら
か
を
確
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

以
下
、『
論
語
』
本
文
あ
る
い
は
注
か
ら
の
摂
取
が
見
ら
れ
る
初
期
俳
諧
の
句

の
う
ち
、
古
注
本
か
ら
か
新
注
本
か
ら
か
の
見
分
け
が
つ
く
も
の
を
挙
げ
る
。
句

に
本
章
第
一
節
の
最
後
の
例
句
の
番
号
Ｄ
に
続
け
て
、
連
番
で
番
号
を
付
け
る
。

『
論
語
』
の
あ
る
語
句
を
取
り
込
ん
だ
句
の
例
を
複
数
挙
げ
る
場
合
は
、ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
番
号
の
後
に
①
②
な
ど
と
記
す
。
句
の
後
に
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
日

本W
eb

図
書
館
」
に
よ
る
句
番
号
を
付
す
。
次
に
、
句
に
摂
取
さ
れ
た
『
論
語
』

本
文
を
注（
３
）に
挙
げ
た
金
谷
治
訳
注
の『
論
語
』に
よ
り
示
す
。
そ
の
後
に
、『
論

語
』
古
注
本
と
新
注
本
の
該
当
箇
所
を
示
す
。
古
注
本
・
新
注
本
の
本
論
文
で
の

略
称
と
本
来
の
資
料
名
・
由
来
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

古
注
本

『
建
武
本
』：
注
13
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
足
利
本
』：『
足
利
本　

論
語
抄
』。
原
本
は
足
利
学
校
第
七
世
庠
主
九
華
（
明

応
九
年
＝
一
五
〇
〇
～
天
正
六
年
＝
一
五
七
八
）
の
自
筆
と
さ
れ
る
。
足
利
市
鑁

阿
寺
蔵
。
九
華
が
清
原
国
賢
よ
り
授
け
ら
れ
た
『
論
語
抄
』
に
経
文
を
補
い
、
手

元
に
蔵
し
て
自
ら
の
講
述
に
資
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
本
論
文
で
は
中
田
祝
夫
編

『
足
利
本　

論
語
抄
』（
勉
誠
社 

一
九
七
二
年 

影
印
本
）
を
用
い
る
。

『
要
法
寺
』：
要
法
寺
版
の
『
論
語
集
解
』。
内
閣
文
庫
蔵
。
函
番
号
八
五
〇
二
。

本
の
末
尾
に
「
慈
眼
刊　

正
運
刊　

洛
汭
要
法
寺
内
開
板
」
と
あ
る
。
刊
行
時
期

の
記
述
は
な
い
が
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
書
誌
事
項
に
「
刊

本
、
慶
長
、
要
法
寺
」
と
あ
る
。

新
注
本

『
元
亀
本
』：
注
14
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
文
之
点
』：
文
之
玄
昌
点
『
大
魁　

四
書
集
注
』。
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
刊
。

本
論
文
で
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
特
別
買
上
文
庫
・
蜂
屋
茂
橘
旧
蔵
資
料
〔
特

六
四
一
九
〕
の
『
大
魁　

四
書
集
注
』（
表
題
に
「
寛
永
九
年

壬　
　

申
孟
夏
吉
辰
重
刊
」

と
あ
る
も
の
）
の
中
の
『
論
語
』
を
用
い
る
。

『
石
川
本
』：
石
川
県
立
図
書
館
・
河
崎
文
庫
蔵
。
林
道
春
点
『
論
語
集
註
』
と
『
孟

子
集
註
』
の
二
冊
か
ら
成
る
。「
孟
子
巻
之
十
四
」
の
末
尾
に
「
慶
安
庚
寅
暮
夏

吉
旦　

書
林
豊
興
堂
新
梓
行
」
と
あ
る
。
慶
安
庚
寅
は
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年

に
当
た
る
。
鈴
木
直
治
『
中
国
語
研
究
学
習
双
書
12　

中
国
語
と
漢
文
』（
光
生

館　

一
九
七
五
年
）
八
一
～
八
二
頁
に
本
書
紹
介
の
記
述
が
あ
る
。

『
石
斎
点
』：
内
閣
文
庫
蔵
。函
番
号
漢
四
九
四
七
。鵜
飼
石
斎
点『
四
書
集
註
大
全
』

の
中
の
『
論
語
集
註
』。
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
跋
刊
。

『
道
春
点
』：
内
閣
文
庫
蔵
。
函
番
号
漢
一
三
三
一
八
。
林
道
春
点
『
四
書
集
註
』

十
冊
の
う
ち
の
『
論
語
』。
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年
、
野
田
庄
右
衛
門
開
板
。

　

以
下
、
句
例
を
示
す
。『
論
語
』
本
文
或
い
は
注
釈
に
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ

（
一
四
）



る
箇
所
に
傍
線
を
付
す
。

　

Ｅ　

①�
色
葉
を
や
ま
な
ん
で
時
に
な
ら
が
し
は（
（1
（

　

季
吟
（『
山
之
井
』
九
二
九

／
『
玉
海
集
』
二
一
三
五
）

　
　
　

②�

た
ぞ
声
を
学
ん
で
な
ら
へ
時
の
鳥　

長
頭
丸
（『
崑
山
集
』
三
一
八
六
）

　
　
　

③
習
得
て
し
ば
し
ば
と
び
の
巣
立
哉　

重
義
（『
ゆ
め
み
草
』
八
〇
九
）

　
　
　

④�

出
格
子
の
ひ
ま
も
る
月
に
目
を
さ
ま
し
／
学
ん
で
夜
る
夜
る
読
書
し
ぬ

め
り　

信
徳
（『
信
徳
十
百
韻
』
五
一
九
／
五
二
〇
）

　
　
　

⑤�

時
に
是
を
な
ら
ふ
に
似
た
り
踊
歌　

器
水
（『
誹
諧
当
世
男
』
二
二
二
）

　

各
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
俳
書
の
刊
年
（
明
確
で
な
い
場
合
は
、
自
序
な
ど
の

年
を
挙
げ
る
）
は
、『
山
之
井
』
が
正
保
五
（
一
六
四
八
）
年
、『
玉
海
集
』
明
暦

二
（
一
六
五
六
）
年
、『
崑
山
集
』
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
、『
ゆ
め
み
草
』
明

暦
二
（
一
六
五
六
）
年
自
序
、『
信
徳
十
百
韻
』
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
、『
誹

諧
当
世
男
』
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
自
序
で
あ
る
。

　

学
而
一　

学
而
時
習
之

　
　
『
建�

武
本
』　

子シ
ノ - 

曰
ノ
タ
ウ
ハ
ク

学ヒ - 

而
時ト

キ
ニ - 

習ナ
ラ
フ

之

　
　
　
〔
注
〕�

王
肅カ
曰
時ト

ハ者
学
者ノ
以テ
レ
時
誦
習ス

ル
ナ
リ

　

之 

誦
習ス

ル
ニ

 　

以
テ
ス
ル
ト
キ
ン
ハレ

時ヲ
学
無シ

レ 

廢ス
ツ
ル
ヿレ

業ヲ
…
…

　
　
『
足�

利
本
』　

子
曰
学テ
而
時ニ 

習ナ
ラ
フレ

之ヲ

　
　
　
〔
注
〕
子
曰
学
而
時
習
之
ハ
明ス
二
幼
少
学ヲ
一
（
以
下
、
省
略
）

　
　
『
要�

法
寺
』　

子
曰
学ン
而
時 - 

習フ
之

　
　
　
〔
注
〕
王 - 

肅
曰
時
者
学 - 

者
以
レ
時
誦

シ
ヨ
ウ - 

習シ
ウ

之

　
　
『
元
亀
本
』　

子ノ 

曰
ノ
タ
マ
ワ
ク

学テ - 

而乄
時ニ 

習ナ
ラ
ウレ

之ヲ　

不ヤ
レ
亦 - 

説
ヨ
ロ
コ
ハ
シ
カ
ラ

乎

　
　
　
〔�

注
〕
習ハ

鳥ノ 

數
シ
バ
〳
〵

飛ブ
ナ
リ

 

也
。
学ノ

之
不ル

ヿレ

已ヤ
マ

如シ
二

鳥 - 

數
飛ブ

ガ一

也　

説ハ�

ノ
タ
ウ
マ
ク

喜ブ - 

意ロ
ナ
リ

　

也
既ニ - 

学テ

而乄

又
時 - 

ニ々
習フ

寸
ハレ 

之ヲ

則
所ロ

ノレ

学ブ

者ノ

熟乄

而
中 - 

心

喜 - 

説ス
…
…

　
　
『
文�

之
点
』　

子ノ
曰
学テ - 

而乄 

時ニ 

習フ
レ
之ヲ　

不ン
ヤレ

亦 - 

説
ヨ
ロ
コ
ハ
シ
カ
ラ

乎

　
　
　
〔�

注
〕
習ハ
鳥ノ
數〳〵　

飛ナ
リ 

也　

学ン
テレ

之ヲ
不ル

ヿレ
已マ

如シ
ト
ナ
リ二　

鳥ノ - 

數〳〵　

飛ブ
ガ一

也

　
　
　

�

説ハ

喜ブ - 

意ロ
ナ
リ

也　

既ニ - 

学テ

而乄

又
時 - 

ニ々 

習フ
ト
ハレ 

之ヲ

則
所ロ

ノレ

学フ 

者

熟乄 

而乄 

中 - 

心
喜 - 

説ス
…
…

　
　
『
石�

川
本
』　

学ビ 

而 

時　

習
ナ
ラ
ハ
ス

レ
之ヲ　

不ス
二
亦 

説シ
カ
ラ

 

一
乎ヤ

　
　
　
〔�

注
〕
習ハ 

鳥ノ 

數
シ
ハ
〳
〵

飛ナ
リ 

也　

学テ
之
不ヿ
レ
已マ　

如シ
二
鳥ノ
數〳〵
飛カ
一
也　

説ハ
喜ブ - 

意

也　

既ニ
学テ
而
又
時ヨ

リ - 

時〳〵
習フ

ト
キ
ハ

レ　

之ヲ

　
　
『
石�

斎
点
』　

子ノ
曰 

学テ 

而乄 

時
ヨ
リ
〳
〵 

習
ナ
ラ
ハ
ス

レ
之ヲ　

不ス
二
亦タ　

説ハ
シ
カ
ラ

　
一
乎ヤ

　
　
　
〔�

注
〕
習シ

ウ
ハ 

鳥ノ 

數
シ
バ
〳
〵

飛フ
ナ
リ

　

也　

学テ
レ
之
不ヿ
レ
已マ　

如シ
二
鳥ノ 

數〳〵 - 

飛ブ
ガ 

也　

説エ
ツ
ハ 

喜 - 

意ロ
ナ
リ

　

也　

既ニ - 

学ヿ
而
又
時ヨ

リ - 

時〳〵
習寸

ハレ
之ヲ 

則
所
レ
学フ
者ノ
熟乄
而
中 - 

心

喜 - 

説ス

　
　
『
道�

春
点
』　

子
曰
学

ナ
ラ
フ
テ

而 

時
ヨ
リ
〳
〵 

習
ナ
ラ
ハ
ス

レ
之ヲ　

不ス
二
亦
説カ

ラ一
乎ヤ

　
　
　
〔
注
〕『
石
川
本
』
と
同
じ
。

　

古
注
に
お
い
て
は
、
王
肅
の
注
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
習
し
た
内
容
を
「
時
を

以
て
」即
ち
適
切
な
時
に
復
習
す
る
こ
と
が
大
切
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、

『
建
武
本
』
で
は
、「
時
」
は
「
ト
キ
ニ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。『
足
利
本
』
は
「
時ニ
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
ト
キ
ニ
」
の
「
ニ
」
の
み
を
表
示
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。『
要
法
寺
』
は
「
時 - 

習フ
之
」
と
あ
り
、「
時
」
に
は
読
み
方
が
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
注
に
「
以
レ
時
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
ト
キ
ヲ
モ
ツ
テ
」
と
読
む
と
思

わ
れ
る
の
で
、「
時 - 

習フ
之
」
の
「
時
」
も
「
ト
キ
ニ
」
と
読
む
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
新
注
で
は
学
ん
だ
こ
と
を
鳥
が
絶
え
ず
飛
び
回
る
よ
う
に
常

ナ
ラ
フ
テ

ヨ
リ
〳
〵
カ
サ
ヌ

ナ
ラ
フ
テ

カ
サ
ヌ

カ
ク
ハ

ト
キ
ト
乄 

ナ
ラ
フ

サ
ラ
ン

（
一
五
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
と
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
つ
い
て



医
療
創
生
大
学
研
究
紀
要
　
第
二
号
（
通
巻
第
三
十
五
号
）

に
復
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
「
既
学
而
又
時

時
習
之
」
と
い
う
朱
注
の
表
現
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
時
時
」
は
、「
何

度
も
繰
り
返
し
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
の
新
注
本

で
は
、『
石
斎
点
』、『
石
川
本
』、『
道
春
点
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
文
の
「
時
」

を
「
ヨ
リ
ヨ
リ
」
と
読
む
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
元
亀
本
』
と
『
文

之
点
』
で
は
「
時ニ
」
と
あ
る
の
で
、「
ト
キ
ニ
」
と
読
む
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
、

古
注
本
・
新
注
本
の
交
代
期
の
中
で
は
比
較
的
早
期
に
成
立
し
た
た
め
、
古
注
本

の
読
み
方
を
踏
襲
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、句
例
の
う
ち
、①「
色
葉
を
や
ま
な
ん
で
時
に
な
ら
が
し
は
」

及
び
⑤
「
時
に
是
を
な
ら
ふ
に
似
た
り
踊
歌
」
は
「
時
に
」
を
「
ト
キ
ニ
」
と
読

み
（
な
お
、「
是
」
は
「
コ
レ
」
と
読
む
と
思
わ
れ
る
）、
②
「
た
ぞ
声
を
学
ん
で

な
ら
へ
時
の
鳥
」
は
「
時
」
を
「
ト
キ
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
三
例
は

古
注
本
ま
た
は
新
注
本
の
う
ち
の
『
元
亀
本
』、『
文
之
点
』
か
ら
摂
取
し
た
可
能

性
が
高
い
。

　

次
に
、
④
「
学
ん
で
夜
る
夜
る
読
書
し
ぬ
め
り
」
の
「
夜
る
夜
る
」
は
「
ヨ
ル

ヨ
ル
」
と
読
む
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
読
み
方
は
「
ヨ
リ
ヨ
リ
」
に
近
い
の
で
、
こ

の
論
文
で
挙
げ
た
新
注
本
の
中
で
は
、『
石
川
本
』、『
石
斎
点
』、『
道
春
点
』
の

い
ず
れ
か
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
②
「
た
ぞ
声
を
学
ん
で
な
ら
へ
時
の
鳥
」
は
、
新
注
で
は
学
習
す
る
こ

と
の
説
明
に
鳥
の
動
き
を
例
に
挙
げ
て
い
る
の
で
、「
時
」
に
つ
い
て
は
古
注
本

に
よ
り
、「
鳥
」
に
つ
い
て
は
新
注
本
を
参
考
に
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
新

注
本
と
し
て
は
、『
崑
山
集
』
の
成
立
年
か
ら
見
て
、『
元
亀
本
』
か
『
文
之
点
』

を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
貞
徳
は
林
道
春
と
深
く
交
流
し
て
い

た
（
（1
（

の
で
、
道
春
か
ら
直
接
学
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
。

　

③
の
「
習
得
て
し
ば
し
ば
と
び
の
巣
立
哉
」
の
「
習
得
て
」
は
「
ナ
ラ
ヒ
エ
テ
」

と
読
む
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
句
の
「
習
」
は
学
而
一
の
「
学
而
時
習
之
」
の
「
習
」

と
一
致
す
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
学
而
一
か
ら
取
り
込
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
分
か

ら
な
い
。
し
か
し
、「
し
ば
し
ば
と
び
」
と
い
う
表
現
が
新
注
の
「
習
鳥
數
飛
也
」

の
読
み
下
し
に
一
致
す
る
。
た
と
え
ば
、『
元
亀
本
』
で
は
こ
こ
が
「
習ハ
鳥ノ 

數
シ
バ
〳
〵

飛ブ
ナ
リ也

。」と
な
っ
て
お
り
、「
習

（
ナ
ラ
フ
）ハ

鳥
ノ
數

シ
ハ
シ
ハ

飛
フ
ナ
リ
」と
読
む
と
思
わ
れ
る
。「
し

ば
し
ば
と
び
」
は
新
注
本
共
通
の
「
數

シ
ハ
シ
ハ

飛
フ
」
と
い
う
表
現
か
ら
得
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
上
に
並
べ
た
新
注
各
本
の
注
釈
部
分
を
見
比
べ
る
と
、
こ

の
部
分
の
読
み
方
は
ど
の
新
注
本
で
も
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
新
注
本
の
内
の
ど
れ

を
読
ん
で
い
た
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。

　

Ｆ　

た
だ
し
く
も
行
ふ
仁
義
礼
智
信　

重
次
（『
鷹
筑
波
』
一
二
九
〇
）

　
『
鷹
筑
波
』
は
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
開
板
で
あ
る
。

　

下
記
の
説
明
に
お
い
て
は
、煩
を
避
け
る
た
め
、注
の
部
分
を
挙
げ
る
の
は
『
建

武
本
』、『
足
利
本
』、『
元
亀
本
』
の
み
と
す
る
。

　

学
而
二　

孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與

　
　
『
建�

武
本
』　

孝カ
ウ - 

弟テ
イ
ハ

也
者
其ソ

レ 

爲タ
ル

二

仁シ
ン
ノ

之
本モ

ト
一
與カ

　
　
　
〔
注
〕
先ツ
能ク
事シ

テ二
父
兄
一
然
後ニ
可
二
乃
仁
成ナ

ル
一

　
　
『
足�

利
本
』　

孝
悌
也
者ハ
爲ル

カ二
其レ
仁ノ
之
本モ

ト
一
與ヤ

　
　
　
〔�

注
〕
孝
悌
ハ
仁
道
ノ
根
源
ソ
…
…
仁
ヲ
ア
ク
レ
ハ
義
礼
知
信
ノ
四
ヲ
含

ム
也

　
　
『
要
法
寺
』　

孝 - 

弟
也
者
其レ
仁
之
本
與

　
　
『
元
亀
本
』　

孝―
弟
也

ナ
リ
ト
云
ハ

者 

其レ 

爲
ヲ
コ
ナ
ウ
ノレ

仁ヲ
之
本ト

カ - 

與　

　
　
　
〔�
注
〕
爲― - 

仁―

猶　
シ

レ
曰ン

カレ
行

　
　
フ
トレ

仁　
ヲ

…
…
程
子
…
…
蓋　

シ

仁　
ハ - 

是
性ナ

リ也　

考 - 

弟　
ハ�

是　
レ

用　
ナ
リ也　

性 - 

中
只
有ル
二
箇ノ
仁
義
礼
智
四ツ

ノ
者　

　
ノ

一
而- ノ

ミ

已

（
一
六
）



　
　
『
文
之
点
』　

孝 - 

弟
也

ナ
リ
ト
云
ハ者　

レ其 

爲
オ
コ
ナ
ウ
ノレ

仁―
ヲ之 - 

本カ
與

　
　
『
石
川
本
』　

孝 - 

弟
也
者
其レ 

爲　
　
コ
ナ
ウレ

仁
　
　
ヲ

之
本 - 

與

　
　
『
石
斎
点
』　

孝 - 

弟ハ
也
者
其レ 

爲
ヲ
コ
ナ
フ
ノレ

仁ヲ
之
本カ
與

　
　
『
道
春
点
』　

孝 - 

弟ハ
也
者
其レ 

爲コ
ナ
ウ

レ 

仁ヲ
之
本 - 

與カ

　
「
た
だ
し
く
も
」
の
句
は
学
而
二
の
「
爲
仁
之
本
」
を
引
い
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
古
注
本
で
は
「
爲
」
の
字
が
無
い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
「
仁
ノ
本

（
モ
ト
）」

と
読
ま
れ
る
（『
要
法
寺
』）。「
爲
」
の
字
が
あ
る
場
合
（『
建
武
本
』、『
足
利
本
』）

は
「
仁シ

ン

ノ
本モ

ト

爲タ

ル
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
新
注
本
で
は
注
に
あ
る

「
爲
仁
猶
曰
行
仁
」
の
「
行
仁
」
の
意
を
汲
ん
で
、「
仁
ヲ
爲ヲ

コ
ナフ

（
ノ
）
本モ

ト

」
と
読

む
の
が
基
本
で
あ
る
（
た
だ
し
、「
フ
」
を
「
ウ
」
と
記
す
も
の
も
あ
る
）。
こ
れ

と
意
味
は
同
じ
で
あ
る
が
、『
石
川
本
』
や
『
道
春
点
』
の
左
訓
の
よ
う
に
「
爲
」

に
「
ス
ル
（
ノ
）」
と
付
訓
す
る
本
も
あ
る
。

　

こ
の
句
の
「
行
ふ
仁
」
は
、
学
而
二
の
「
仁
之
本
」
の
前
に
「
爲
」
の
字
が
あ

り
か
つ
こ
れ
を
「
ヲ
コ
ナ
フ
」
と
読
む
新
注
本
か
ら
摂
取
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　
「
行
ふ
仁
義
礼
智
信
」
と
あ
る
の
は
、
新
注
の
「
性
中
只
有
箇
仁
義
禮
智
四
者

而
已
」
の
読
み
下
し
を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
『
元
亀
本
』

の
注
の
「
性 - 

中
只
有ル
二
箇ノ
仁
義
礼
智
四ツ

ノ者ノ
一
而- ノ

ミ

已
」
を
私
に
読
み
下
す
と
「
性

中
、
只
箇
ノ
仁
義
礼
智
四
ツ
ノ
者
ノ
有
ル
ノ
ミ
」
と
な
る
。

　

な
お
、『
足
利
本
』
も
注
に
「
仁
ヲ
ア
ク
レ
ハ
義
礼
知
信
ノ
四
ヲ
含
ム
也
」
と

あ
り
、「
信
」
の
字
も
出
て
く
る
の
で
こ
ち
ら
の
方
が
こ
の
句
の
「
仁
義
礼
智
信
」

に
近
い
と
も
言
え
る
が
、
そ
も
そ
も
本
文
が
異
な
る
の
で
、『
足
利
本
』
か
ら
引

用
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

新
注
本
の
う
ち
ど
の
本
か
ら
取
り
込
ん
だ
か
ま
で
は
、
各
新
注
本
の
被
摂
取
箇

ス
ル
ノ

ス
ル
ノ

所
に
対
応
す
る
部
分
の
訓
点
に
大
き
な
違
い
が
な
い
の
で
、
分
か
ら
な
い
。

　

Ｇ　

①
日
に
三
た
び
身
を
か
へ
り
み
よ　
（『
毛
吹
草
』「
世
話

（
（1
（

」）

　
　
　

②
我
日
々
に
三
つ
な
が
ら
見
ん
雪
月
花　

元
恕
（『
宝
蔵
』
二
二
五
）

　
　
　

③
日
に
三
度
水
か
へ
り
見
よ
湯
殿
行　

維
舟
（『
時
勢
粧
』
一
八
五
五
）

　
　
　

④
夜
に
三
度
日
に
三
度
づ
つ
乱
れ
髪　

西
鶴
（『
俳
諧
虎
渓
の
橋
』
二
六
九
）

　
『
毛
吹
草
』
は
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
刊
、
同
書
「
世
話
」
は
当
時
の
こ
と

わ
ざ
を
収
め
る
。『
宝
蔵
』
は
寛
文
一
一
（
一
六
七
一
）
年
、『
時
勢
粧
』
は
寛
文

一
二
（
一
六
七
二
）
年
、『
俳
諧
虎
渓
の
橋
』
は
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
頃
の

刊
で
あ
る
。

　

学
而
四　

吾
日
三
省
吾
身
…
…
傳
不
習
乎

　
　
『
建
武
本
』　

吾ワ
レ 

日ヒ
ゝ
ニ 

三ミ
タ
ヒ 

省
カ
エ
リ
ミ
ル

二
吾ワ

ガ - 

身ミ
ヲ一

　
　
『
足
利
本
』　

吾ワ
レ 

日ヒ
ニ 

三ミ
タ
ヒ 

省
　
　
　
ル
ニ

二　

カ吾 

身　
　
ヲ

一

　
　
『
要
法
寺
』　

吾 

日ヒ
ゝ 

三ミ
タ
ヒ 

省カ
ル 

二
吾 

身ミ
ヲ

一

　
　
『
元
亀
本
』　

吾　
レ 

日ヒ
ゝ
ニ 

三ミ
ツ 

省
カ
エ
リ
ミ
テ
ン

二
吾 - 

身　
ヲ

一

　
　
『
文
之
点
』　

吾　
レ - 

日ニ 

三ミ
ツ 

省
カ
ヘ
リ
ミ
テ
ンレ

吾カ - 

身ヲ

　
　
『
石
川
本
』　

吾レ 

日ヒ
ゝ
ニ 

三
ツ

省
カ
ヘ
リ
ミ
ル

二
吾カ - 

身ヲ
一

　
　
『
石
斎
点
』　

吾レ 

日ニ

三ツ
以
テ

 

省　
 
ル

二
吾 - 

身ヲ
一

　
　
『
道
春
点
』　

吾レ 

日ヒ
ゝ
ニ　

三
ミ
ツ
ナ
カ
ラヲ

以
テ

省
カ
ヘ
リ
ミ
ル

二
吾 - 

身ヲ
一

　

こ
こ
に
示
す
通
り
、
日
本
の
古
注
本
で
は
「
三
」
は
「
三
度
（
ミ
タ
ヒ
）」
と

読
ま
れ
、
新
注
本
で
は
「
ミ
ツ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

　

句
例
と
し
て
挙
げ
た
中
で
は
、①
の『
毛
吹
草
』の
こ
と
わ
ざ
に
お
い
て
は「
三
」

は
「
ミ
タ
ヒ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
注
本
の
勢
力
が
強
か
っ
た
時
期
に

こ
の
読
み
方
が
定
着
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
③
と
④
の
「
三
度
」
は
「
ミ
タ
ヒ
」

と
読
む
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
古
注
本
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
強
い
。
た
だ

（
一
七
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
と
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
つ
い
て



医
療
創
生
大
学
研
究
紀
要
　
第
二
号
（
通
巻
第
三
十
五
号
）

し
、当
時
の
諺
を
取
り
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
②
は
「
三
ツ
」
と
あ
る
の
で
、

新
注
本
の
読
み
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

Ｈ　

不
仁
者
も
み
て
や
楽
し
む
山
桜　

友
久
（『
続
山
井
』）
二
一
九
七

　
『
続
山
井
』
は
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
刊
で
あ
る
。

　

雍
也
二
三　

知
者
樂
水
、
仁
者
樂
山
、
…
…
知
者
樂
、
仁
者
壽

　
　
『
建
武
本
』　

知チ - 
者シ

ヤ
ハ 

樂タ
ノ
シ
ミレ

水ヲ 

仁ジ
ン - 

者シ
ヤ
ハ 

樂タ
ノ
シ
ムレ 

山ヤ
マ
ヲ…

…
知 - 

者ハ 

樂
タ
ノ
シ
フ 

　
　
『
足
利
本
』　

智 

者ハ 
樂シ

ムレ
水ヲ 
仁 

者
樂シ

ムレ
山ヲ
…
…
智 

者 

樂シ
ム　

　
　
『
要
法
寺
』　

知 - 

者
樂タ

ノ
シ
フレ

水ヲ 
仁 - 

者 

樂
レ
山
…
…
知 

者 

樂フ

　
　
『
元
亀
本
』　

こ
の
部
分
、
残
存
せ
ず
。

　
　
『
文
之
点
』　

知 - 

者ハ 

樂ネ
カ
ヒレ

水ヲ 

仁 - 
者ハ 
樂フ
レ
山ヲ 

知 - 

者ハ 

樂ミ

　
　
『
石
川
本
』　

知 - 

者ハ 

樂コ
ノ
ムレ

水ヲ 

仁 - 

者ハ 
樂コ

ノ
ムレ

山ヲ 
知 - 

者
樂

タ
ノ
シ
ム 

　
　
『
石
斎
点
』　

知 - 

者ハ 

樂ネ
カ
フレ

水ヲ 

仁 - 

者ハ 

樂フ
レ
山ヲ 
知 - 
者ハ 

樂ム

　
　
『
道
春
点
』　

知 - 

者ハ 

樂コ
ノ
ムレ

水ヲ 

仁 - 

者ハ 

樂コ
ノ
ムレ

山ヲ 

知 - 
者ハ 
樂

タ
ノ
シ
ム 

　

句
の
中
に
「
仁
者
」「
楽
し
む
」「
山
」
と
あ
り
、こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
る
と
「
仁

者
は
山
を
楽
し
む
」
と
な
る
の
で
、
こ
の
句
は
雍
也
二
三
の
「
仁
者
樂
山
」
を
基

に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
雍
也
二
三
の
「
樂
」
の
字
を
日
本
の
古
注

本
で
は
、
通
例
、
三
つ
す
べ
て
「
タ
ノ
シ
ム
」
と
読
み
（
た
だ
し
、『
文
之
点
』

の
直
後
に
出
さ
れ
た
『
要
法
寺
』
で
は
二
つ
目
の
「
樂
」
の
左
訓
と
し
て
「
ネ
カ

フ
」
と
あ
る
）、
新
注
本
で
は
最
初
と
二
つ
目
の
「
樂
」
を
「
ネ
カ
フ
」（「
樂
上

二
字
竝
五
敎
反
」
と
い
う
発
音
の
注
記
か
ら
）
或
い
は
「
コ
ノ
ム
」（「
樂
喜
好
也
」

と
い
う
注
か
ら
）
と
読
む
の
で
、「
不
仁
者
も
…
…
楽
し
む
」
と
あ
る
Ｈ
の
句
は

古
注
本
か
ら
の
取
り
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
句
の
冒
頭

の
「
不
仁
者
」
と
い
う
言
い
方
は
里
仁
二
、
同
六
、
憲
問
七
に
見
え
る
。

ネ
カ
フ

コ
ノ
ム

ネ
カ
フ

　

次
に
、
日
本
の
古
注
本
・
新
注
本
の
訓
読
の
変
化
に
伴
っ
た
場
合
の
例
を
挙
げ

る
。
従
っ
て
、
古
注
対
新
注
と
い
う
枠
組
み
か
ら
は
外
れ
る
。
初
め
に
、「
子
曰
」

の
読
み
方
に
関
連
す
る
句
を
取
り
上
げ
る
。

　

Ｉ　

①�

物
知
の
は
ら
よ
り
出
る
し
や
く
し
ゆ
た
う
／
養
性
せ
ず
ば
し
の
の
た
う

ま
く
（『
犬
子
集
』
二
六
三
六
／
二
六
三
七
）

　
　
　

②
露
の
世
と
し
の
の
た
ま
は
く
小
笹
哉
（『
崑
山
集
』
四
七
二
〇
）

　
　
　

③
の
た
ま
は
く
夫
十
万
石
と
を
か
ら
ず　

似
春
（『
宗
因
七
百
韻
』
八
三
）

　
『
犬
子
集
』は
寛
永
一
〇（
一
六
三
三
）年
序
、『
崑
山
集
』は
慶
安
四（
一
六
五
一
）

年
、『
宗
因
七
百
韻
』
は
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
頃
の
刊
で
あ
る
。
な
お
、
作

者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
句
は
、
作
者
名
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
「
子
曰
」
は
『
論
語
』
の
至
る
所
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
学
而
一
「
子

曰
、
学
而
時
習
之
」
の
「
子
曰
」
の
読
み
方
を
見
る
。
た
だ
し
。
学
而
篇
が
滅
失

し
て
い
る
本
に
つ
い
て
は
他
の
箇
所
を
見
る
。
な
お
、
古
注
本
の
調
査
対
象
と
す

る
本
を
増
や
し
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
こ
な
か
っ
た
本
も
参
看
す
る
。

　

学
而
一　

子
曰

　
　
『
高�

山
寺
蔵
論
語
』「
清
原
家
本
巻
第
八

（
（2
（

」　

学
而
篇
は
滅
失
。
衞
靈
公
一
「
衞

靈
公
問
陳
於
公
、
孔
子
對
曰
」
の
「
對
曰
」
が
「
對

コ
タ
ヘ
テ  

曰
ノ
タ
ウ
ハ
ク」

と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
子
曰
」「
孔
子
曰
」
の
「
曰
」
に
「
ノ
タ
ウ
ハ
ク
」

と
い
う
正
訓
が
あ
る
箇
所
が
見
え
る
。

　
　
『
正
和
四
年
本
論
語
集
解

（
（2
（

』　

子
曰
（
こ
の
部
分
、
訓
点
無
し
）

　
　
『
建
武
本
』　

子シ
ノ - 

曰
ノ
タ
ウ
ハ
ク　

　
　
『
論
語
』（
清
家
文
庫
Ｓ
１
２
１ 

室
町
期
写

（
（2
（

）
子シ

ノ 

曰
ノ
ト
ウ
マ
ク

　

　
　
『
成
簣
堂
蔵
本
論
語
鈔

（
（2
（

』　

子　
ノ　

曰
ノ
タ
マ
ハ
ク

　

　
　
『
足
利
本
』　

子
曰
（
こ
の
部
分
、
訓
点
無
し
）

ノ
タ
ウ
マ
ク

（
一
八
）



　
　
『
永
禄
本

（
（2
（

』　

子ノ　

曰
ノ
タ
ウ
ハ
ク

　

　
　
『
要
法
寺
』　

子
曰
（
こ
の
部
分
、
訓
点
無
し
）

　
　
『
元
亀
本
』　

子ノ　

曰
ノ
タ
マ
ワ
ク

　

　
　
『
文
之
点
』　

子ノ 

曰

　
　
『
石
川
本
』　

子
曰
（
こ
の
部
分
、
訓
点
無
し
）

　
　
『
石
斎
点
』　

子ノ 
曰

　
　
『
道
春
点
』　

子
曰
（
こ
の
部
分
、
訓
点
無
し
）

　

日
本
の
古
注
本
、
新
注
本
に
お
け
る
「
子
曰
」
の
読
み
方
の
流
れ
を
見
る
と
、

古
い
時
代
に
は
「
子
ノ 　

ノ
タ
ウ
ハ
ク
」
ま
た
は
「
子
ノ　

ノ
タ
ウ
マ
ク
」
と

訓
じ
ら
れ
て
い
た
が
、『
成
簣
堂
蔵
本
論
語
鈔
』
で
「
子
ノ　

ノ
タ
マ
ハ
ク（
（2
（

」
と

い
う
や
や
簡
略
化
さ
れ
た
訓
じ
方
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、「
子
曰イ

ハ

く
」
と

い
う
現
代
で
も
用
い
ら
れ
る
簡
潔
な
読
み
方
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
①
か
ら
③
に
挙
げ
た
句
を
見
る
と
、
①
は
「
し
の
の
た
う
ま
く
」
と

あ
り
、こ
こ
に
挙
げ
た
古
注
本
の
中
で
は
『
建
武
本
』
の
左
訓
と
一
致
し
て
い
る
。

②
及
び
③
の
句
は
「
の
た
ま
は
く
」
と
あ
る
の
で
、『
成
簣
堂
蔵
本
論
語
鈔
』
よ

り
後
の
本
を
基
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、『
文
之
点
』、『
石
川
本
』、『
石
斎
点
』、『
道
春
点
』
の
「
子
曰
」
に
は

付
訓
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
②
及
び
③
の
句
に
「
の
た
ま
は
く
」
と
あ
る
こ

と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、こ
の
時
期
に
は
「
子
曰
」
の
「
曰
」
を
「
ノ
タ
マ
ハ
ク
」

と
読
む
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
に
、
付
訓
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
逆
に
、
俳
諧
作
品
の
中
に
「
の
た
ま
は
く
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
こ

と
が
、こ
の
時
期
、「
曰
」が「
ノ
タ
マ
ハ
ク
」と
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
に
な
っ

て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
Ｊ　

①
飛
騨
梅
に
言
葉
の
花
を
た
く
み
哉　

道
益
（『
続
山
井
』
一
七
四
四
）

　
　
　

②
花
の
歌
や
詞
巧
の
家
ざ
く
ら　

如
酔
（『
時
勢
粧
』
六
一
一
）

　
『
続
山
井
』、『
時
勢
粧
』
の
刊
年
は
既
出
。

　

①
の
句
は
「
言
葉
の
花
」
か
ら
、
②
の
句
は
「
花
」
と
「
詞
」
か
ら
勅
撰
和
歌

集
の
ひ
と
つ
の『
詞
花
和
歌
集
』と
い
う
歌
集
名
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、

和
歌
に
も
「
ち
り
残
る
法
の
は
や
し
の
梢
に
は
こ
と
葉
の
は
な
の
色
ぞ
す
く
な
き

　

権
大
僧
都
澄
俊
（『
続
千
載
和
歌
集
』
九
九
〇
）」
を
始
め
「
言
葉
の
花
」
や
「
詞

の
花
」
を
用
い
た
歌
が
多
数
あ
り
、
俳
諧
に
も
「
小
式
部
が
こ
と
葉
の
花
の
や
さ

し
さ
よ
」
正
章
（『
正
章
千
句
』
六
七
七
）」
な
ど
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
と
の
関

連
も
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、「
言
葉
」「
た
く
み
に
」（
②
の
「
詞
巧
」
は
平
仮
名

で
は
「
こ
と
ば
た
く
み
」
に
な
る
と
思
わ
れ
る
）
と
い
う
語
か
ら
は
、
学
而
三
と

の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
参
照
す
る
古
注
本
の
範
囲
を
拡
大
す
る
。

　

学
而
三　

巧
言
令
色

　
　
『
正
和
四
年
本
論
語
集
解
』　

巧タ
ク
ミレ

言ヲ 

令ヨ
ク

レ
色

　
　
『
建
武
本
』　

巧
タ
ク
ミ
ニ
シレ　

言コ
ト
ヲ　

令
ヨ
ク
ス
ル
ハレ　

色イ
ロ
ヲ　

　
　
『
論
語
』（
清
家
文
庫
Ｓ
１
２
１ 

室
町
期
写
）　

巧
タ
ク
ミ
ニ
シレ　

言コ
ト
ヲ　

令
ヨ
ク
ス
ル
ハレ　

色イ
ロ
ヲ　

　
　
『
足
利
本
』　

巧ニ
シレ

言　
ヲ 

令
ヨ
ク
ス
ル
ハレ

色ヲ

　
　
『
永
禄
本
』　

巧
タ
ク
ミ
ニ
シレ　

言ヿ
ヲ 

令
ヨ
ク
ス
ル
ハレ

色

　
　
『
要
法
寺
』　

巧
　
タ
ク
ミレ

言コ
ト 

令ヨ
ク

レ
色

　
　
『
元
亀
本
』　

巧ヨ
ク
シレ

言ヿ
ヲ 

令
ヨ
ク
ス
ル
ハレ

色
　
 
ロ
ヲ

　
　
『
文
之
点
』　

巧ヨ
ク
シレ

言　
ヲ 

令
ヨ
ク
ス
ル
ハレ

色　
ヲ

　
　
『
石�
川
本
』　

巧
言
令
色
（
塗
抹
後
の
も
の
）
／
巧ヨ

ク
シレ

言　
ヲ 

令
　
　
ス
ル
ハレ

色
（
塗
抹
前

の
も
の
）

　
　
『
石
斎
点
』　

巧ヨ
ク
シレ

言ヲ 

令
ヨ
ク
ス
ル
ハレ

色ヲ

（
一
九
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
と
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
つ
い
て



医
療
創
生
大
学
研
究
紀
要
　
第
二
号
（
通
巻
第
三
十
五
号
）

　
　
『
道
春
点
』　

巧ヨ
ク
シレ

言ヲ 

令
　
　
ス
ル
ハレ

色ヲ

　

各
本
の
読
み
方
を
見
比
べ
る
と
、
古
注
本
の
時
代
に
は
「
言コ

ト

ヲ
巧タ

ク
ミニ

シ
色イ

ロ

ヲ
令ヨ

ク
ス
ル
ハ
」（
建
武
本
）
と
い
う
の
が
標
準
的
な
読
み
方
だ
っ
た
の
に
対
し
、
新

注
本
で
は
「
言コ

ト

ヲ
巧ヨ

ク

シ
色

（
イ
ロ
）ヲ

令ヨ

ク
ス
ル
ハ
」（
元
亀
本
）
な
ど
と
読
ま
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、『
石
川
本
』
は
最
初
の
姿
は
「
巧ヨ

ク
シレ

言　
ヲ 

令ス
ル
ハレ

色
」
で
あ
る
が
、
後
に
振
り

仮
名
や
レ
点
が
塗
抹
さ
れ
、「
巧
言
令
色
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

①
及
び
②
の
両
句
は
日
本
の
和
歌
・
俳
諧
か
ら
の
取
り
入
れ
も
見
ら
れ
る
が
、

「
こ
と
ば
」、「
た
く
み
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
『
論
語
』
古
注
本
か
ら
も
言
葉
を

摂
取
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

四
、
初
期
俳
諧
期
の
俳
論
に
よ
る
『
論
語
』
摂
取
の
例

　

終
わ
り
に
、
初
期
俳
諧
期
の
俳
論
の
中
に
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関

係
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
て
み
よ
う
。

　

延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
刊
の
岡
西
惟
中
（
談
林
派
）
の
俳
論
書
『
俳
諧
蒙

求
（
（2
（

』に
次
の
一
節
が
あ
る
。
片
仮
名
の
読
み
仮
名
は
底
本
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

�

孔
子
の
友
に
原
壌
と
い
ふ
人
あ
り
。
…
…
こ
の
人
を
、
論
語
憲ケ

ン

問ブ
ン

十
四
朱シ

ュ

子シ

の
註
に
、
蓋ケ

ダ
シ老

子
之
流タ

グ
ヒ、

放
ホ
シ
イ
マ
マ
ナ
ル　

礼
法
之
外ニ　

者
也
と
あ
り
。
こ
の
ち
う

の
ご
と
く
、
礼
法
の
外
に
ほ
し
ゐ
ま
ま
な
る
が
、
俳
か
い
の
根
本
な
り
と
し

る
べ
し
。

　

出
典
は
憲
問
四
五
の
「
原
壌
夷
俟
、
子
曰
、
幼
而
不
孫
弟
、
長
而
無
述
焉
、
老

而
不
死
、
是
爲
賊
、
以
杖
叩
其
脛
」
に
対
す
る
『
集
注
』
の
「
原
壤
孔
子
之
故
人 

母
死
而
歌 

蓋
老
氏
之
流　
自
放
於
禮
法
之
外
者
」
で
あ
る
。『
俳
諧
蒙
求
』
の
「
こ

の
ち
う
」（
こ
の
注
）
は
『
集
注
』
の
こ
の
部
分
を
指
し
て
い
る
。

二

一

　

主
な
新
注
本
の
こ
の
部
分
に
対
応
す
る
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
『
元
亀
本
』　

こ
の
部
分
、
残
存
せ
ず
。

　
　
『
文�

之
点
』　

原
壤ハ
孔
子ノ
之
故 - 

人 

母 - 

死
ー
ス
ル
ト
キ
ニ

而モ - 

歌ウ
タ
フ。

蓋シ 

老
氏ノ
之 - 

流 

自
放

ハ
ナ
タ
ル
ゝ

二
於 

禮 - 

法ノ
之
外ニ
一　

者ノ
ナ
リ

　

　
　
『
石�

川
本
』　

原
壤ハ
孔
子ノ
之
故 - 

人 

母 - 

死乄
而
歌フ　

蓋シ
老
氏ノ
之
流 

自ミ

放ナ
ル二

於

禮 - 

法ノ
之
外ニ
一
者ナ

リ

　
　
『
石�

齊
点
』　

原
壤ハ
孔
子ノ
之 - 

故 - 

人 

母 - 

死乄
而
歌フ 

蓋シ
老
氏ノ
之
流ヒ

　 

自ミ

放ナ
ル二

於

禮 - 

法ノ
之
外ニ
一
者ナ

リ

　
　
『
道�

春
点
』　

原
壤ハ 

孔
子ノ
之
故 - 

人 

母 - 

死乄
而
歌フ 

蓋シ 

老
氏ノ
之
流 

自ミ

放ナ
ル二

於

禮 - 

法ノ
之
外ニ
一
者ナ

リ

　
『
俳
諧
蒙
求
』
の
執
筆
者
で
あ
る
惟
中
が
『
論
語
』
新
注
本
を
読
ん
で
い
た
こ

と
は
こ
の
段
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
新
注
本
の
ど
れ
を
参
照
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
上
記
の
憲
問
四
五
か
ら
の
引
用
箇
所
と
こ
こ
に
並
べ
た
新
注
本

の
該
当
箇
所
と
を
比
べ
る
と
、前
者
の
「
老
子
」
と
後
者
の
「
老
氏
」
と
を
除
け
ば
、

両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
仔
細
に
見
る
と
、『
俳
諧
蒙
求
』
の
「
流タ

グ
ヒ」

と
新
注

本
で
あ
る
『
石
斎
点
』
の
「
流

　
　
ヒ
　」

と
が
同
じ
読
み
方
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
文

之
点
』、『
石
川
本
』、『
道
春
点
』の「
流
」も「
流タ

グ
ヒ」と

読
む
可
能
性
も
あ
る
の
で
、『
俳

諧
蒙
求
』
の
憲
問
四
五
の
引
用
箇
所
が
ど
の
新
注
本
か
ら
取
り
入
れ
た
の
か
ま
で

は
分
か
ら
な
い
。

　

次
に
、
江
戸
時
代
初
期
の
俳
書
と
さ
れ
て
い
る
『
滑
稽
太
平
記

（
（2
（

』
を
見
る
。
著

者
に
つ
い
て
、「
古
典
俳
文
学
大
系
２
」
の
『
貞
門
俳
諧
集
二
』
六
二
七
頁
の
解

説
に
、
季
吟
門
弟
北
藤
浮
生
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
が
疑
問
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の

記
述
が
あ
り
、は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、

記
事
が
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
の
松
江
維
舟
没
を
も
っ
て
終
わ
る
の
で
、
そ
の

（
二
〇
）



後
ま
も
な
く
と
考
え
ら
れ
る
が
確
証
は
な
い
旨
の
記
述
が
あ
る
。
正
確
さ
を
欠
く

が
、
一
応
そ
の
頃
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
『
滑
稽
太
平
記
』
の
「
巻
之
六
」
に
「
井
坂
春
清
挙
俳
旗
事
」
と
い
う
段

が
あ
り
、
そ
こ
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

子
曰
、
以
レ
約
失
レ
之
者
鮮
也
。
又
、
何
晏
集
解
に
云
、
去
レ
奢
従
レ
約
、
謂
二

之
倹
一
と
有
を
や
。

　

こ
の
中
の
「
子
曰
、
以
レ
約
失
レ
之
者
鮮
也
」
は
里
仁
二
三
の
言
葉
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、「
何
晏
集
解
に
云
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
集
解
』
を

見
る
と
里
仁
二
三
の
注
の
部
分
は
「
孔
安
國
曰
倶
不
得
中
也
奢
則
驕
溢
則
招
禍

儉
約
則
無
憂
患
也
」
と
な
っ
て
お
り
、「
去
奢
從
約
謂
之
儉
」
で
は
な
い
。
で
は
、

出
典
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
学
而
一
〇
の
「
子
貢
曰
、
夫
子
温

良
恭
儉
讓
以
得
之
、
夫
子
之
求
之
也
、
其
諸
異
乎
人
之
求
之
與
」
に
お
け
る
「
温

良
恭
儉
讓
」
の
「
儉
」
に
対
す
る
皇
侃
『
論
語
集
解
義
疏
』
の
疏
に
見
え
る
。

　

よ
っ
て
、『
滑
稽
太
平
記
』
の
書
名
の
あ
げ
方
に
は
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
こ

の
本
の
著
者
が
古
注
本
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
初
期
俳
諧
時
代
の
句
と
日
本
の
古
注
本
、
新
注
本
と
の
関
係
を
実
際
の

句
例
を
基
に
考
察
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
、
日
本
の
論
語
受
容
史
の
視
点
で
見
れ
ば
、
古
注
本
よ
り
も
新
注

本
が
優
位
に
な
る
時
期
に
相
当
す
る
。
初
期
俳
諧
を
領
導
し
た
松
永
貞
徳
が
誕
生

し
た
元
亀
二
（
一
五
七
一
）
年
の
二
年
後
で
あ
る
元
亀
四
年
に
新
注
本
の
『
元
亀

四
年
本　

論
語
集
注
』
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
文
之
点
に

よ
る
も
の
な
ど
新
注
本
が
次
々
に
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
林
道
春
が
大
学
頭
に
就
任

す
る
に
及
ん
で
、
新
注
本
優
位
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
俳
諧
の
世
界
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期

の
句
に
は
『
論
語
』
の
語
句
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
古
注
本

か
ら
摂
取
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
新
注
本
か
ら
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
こ
と
が
推
測
可
能
な
句
例
と
し
て
、
古
注
と
新
注
と
で
は
解
釈
が
異
な
る

こ
と
が
原
因
で
読
み
方
に
違
い
が
あ
る
場
合
や
、
時
代
に
よ
っ
て
読
み
方
が
異
な

る
場
合
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
例
を
見
た
と
こ
ろ
、
新
注
本
か
ら
の
摂
取
と
見
ら

れ
る
句
と
古
注
本
か
ら
の
摂
取
と
見
ら
れ
る
句
が
と
も
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
の
時
期
の
俳
論
に
も
新
注
本
を
引
い
た
と
見
ら
れ
る
記
述
、
古
注
本
を
引

い
た
と
見
ら
れ
る
記
述
の
双
方
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、『
論
語
』
の
古
注
本
が
新
注
本
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
つ
つ
あ
っ

た
江
戸
時
代
初
期
に
お
い
て
、
初
期
俳
諧
に
携
わ
る
人
々
の
中
に
は
、
古
注
本
に

な
じ
ん
で
い
た
者
た
ち
も
い
た
が
、
新
注
本
を
『
論
語
』
に
つ
い
て
の
教
養
の
基

礎
と
し
て
読
ん
で
い
た
者
た
ち
も
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
彼
ら
の
『
論
語
』
摂
取
の
範
囲
は
、
そ
の
本
文
だ
け
で
な
く
注
に
も

及
ぶ
場
合
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

初
期
俳
諧
期
さ
ら
に
は
後
の
蕉
門
の
隆
盛
期
に
お
け
る
俳
諧
作
品
、
俳
論
及
び

俳
諧
辞
書
と
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

（
二
一
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
と
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
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�
石
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に
関
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二
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仂
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を
れ
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本
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・
寛
永
本
・
寛
文
本
を
対
象
と
し
て　
　

」　
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』（
訓
点
語
学
会

編
一
〇
七
号
）
一
九
～
三
五
頁　

二
〇
〇
一
年

五　
　

鈴
木
直
治
『
中
国
語
と
漢
文
』
中
国
語
研
究
学
習
双
書
12　

光
生
館　

一
九
七
五
年

六　
　

�

曹
景
惠
『
日
本
中
世
文
学
に
お
け
る
儒
釈
道
典
籍
の
受
容　
　
『
沙
石
集
』と『
徒
然�

草
』　　

』
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
（
台
北
）　

二
〇
一
二
年

七　
　

�

古
澤
未
知
男
「
漢
籍
引
用
よ
り
見
た
徒
然
草
の
一
考
察
」　

山
岸
徳
平
編
『
日
本
漢
文
学

史
論
考
』
岩
波
書
店 

三
七
一
～
三
九
三
頁　

一
九
七
四
年

八　
　

�

古
瀬
雅
義
「『
枕
草
子
』「
憚
り
な
し
」
の
指
示
す
る
『
論
語
』
基
本
軸　
　

行
成
と
の

会
話
を
支
え
る
『
論
語
』
古
注
と
章
段
構
想　
　

」　

稲
賀
敬
二
編
・
新
典
社
研
究
叢
書

一
一
八
『
論
考　

平
安
王
朝
の
文
学　

一
条
朝
の
前
と
後
』
新
典
社 
一
六
一
～
一
八
〇

頁　

一
九
九
八
年

（
1
）　

尾
形
仂
ほ
か
編
『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店 

一
九
九
五
年
）
五
九
〇
～

五
九
一
頁

（
2
）　
『
崑
山
集
』
は
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
刊
。
本
論
文
で
引
用
す
る
句
は
、
一
部

の
例
外
を
除
き
、『
古
典
俳
文
学
大
系
』（
集
英
社 

一
九
七
二
年
）
所
収
の
も
の
に

よ
る
。
引
用
に
際
し
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
日
本W

eb

図
書
館
」
に
よ
る
句
番

号
を
付
す
。

（
3
）　

こ
の
論
文
で
引
用
す
る
『
論
語
』
の
本
文
及
び
読
み
下
し
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、

岩
波
文
庫
の
金
谷
治
訳
注
『
論
語
』（
岩
波
書
店 

一
九
九
九
年
改
訳
新
版
）
に
よ
る
。

ま
た
、『
論
語
』
の
章
の
番
号
（
例
え
ば
、
学
而
一
は
学
而
篇
の
第
一
章
を
指
す
）

も
同
書
の
番
号
に
よ
る
。

（
4
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
25　

渡
辺
実
校
注
『
枕
草
子
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
一

年
）
六
六
頁
の
注
に
よ
る
。
ま
た
、
古
瀬
雅
義
「『
枕
草
子
』「
憚
り
な
し
」
の
指
示

す
る
『
論
語
』
基
本
軸　
　

行
成
と
の
会
話
を
支
え
る
『
論
語
』
古
注
と
章
段
構�

想　
　

」（
稲
賀
敬
二
編
・
新
典
社
研
究
叢
書
一
一
八
『
論
考　

平
安
王
朝
の
文
学

　

一
条
朝
の
前
と
後
』（
新
典
社 

一
九
九
八
年　

一
六
一
～
一
八
〇
頁
所
収
）
は
『
枕

草
子
』
第
四
六
段
に
は
『
論
語
』
学
而
八
の
古
注
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

（
5
）　

岡
部
明
日
香
「
し
を
れ
る
松
の
心
象
風
景　
　

源
氏
物
語
賢
木
巻
、
桐
壺
院
哀
悼

場
面
に
お
け
る
論
語
古
注
の
投
影　
　

」（「
平
安
朝
文
学
研
究
」
４
巻 

一
九
九
五

年
一
二
月　

四
八
～
六
四
頁
）
は
桐
壺
院
崩
御
後
に
お
け
る
院
御
所
の
五
葉
松
に
つ

い
て
の
「
雪
に
し
を
れ
て
、
下
葉
枯
れ
た
る
（
雪
の
重
み
で
し
な
い
た
わ
ん
で
、
下

葉
が
枯
れ
て
い
る
）」
と
い
う
描
写
は
子
罕
二
九
の
「
子
曰
、
歳
寒
く
し
て
、
然
る

後
に
松
栢
の
後
に
凋
む
を
知
る
」
に
対
す
る
古
注
が
投
影
し
て
い
る
と
す
る
。

（
6
）　

古
澤
未
知
男
「
漢
籍
引
用
よ
り
見
た
徒
然
草
の
一
考
察
」（
山
岸
徳
平
編
『
日
本

漢
文
学
史
論
考
』
岩
波
書
店 

一
九
七
四
年　

三
七
一
～
三
九
三
頁
）
は
『
徒
然
草
』

に
お
け
る
『
論
語
』
か
ら
の
摂
取
と
し
て
一
八
例
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
曹
景
惠
『
日

本
中
世
文
学
に
お
け
る
儒
釈
道
典
籍
の
受
容　
　
『
沙
石
集
』と『
徒
然
草
』　　

』（
台

北
：
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心　

二
〇
一
二
年
）
は
『
徒
然
草
』
の
時
代
に
は
す
で

に
新
注
が
渡
来
し
て
い
た
と
す
る
が
、『
徒
然
草
』
に
お
け
る
『
論
語
』
関
連
箇
所

に
は
新
注
説
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。

（
7
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
66 

木
藤
才
藏
・
井
本
農
一
校
注
『
連
歌
論
集 

俳
論
集
』（
岩

波
書
店 

一
九
六
一
年
）
所
収
の
『
さ
ゝ
め
ご
と
』
一
九
六
頁

（
8
）　
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
（
角
川
書
店 

一
九
八
七
年
）
に
よ
る
。
本
論
文
で
「
国

○
巻
―
数
字
」
と
あ
る
の
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
ま
た
、
歌
番
号
は
同

書
に
お
け
る
番
号
で
あ
る
。

（
9
）　
『
私
歌
集
大
成
』
第
七
巻
（
角
川
書
店 

一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。
本
節
で
「
私
○

巻
―
数
字
」
と
あ
る
の
は
、『
私
歌
集
大
成
』
に
よ
る
。
ま
た
、
歌
番
号
は
同
書
に

お
け
る
番
号
で
あ
る
。

（
10
）　
『
私
歌
集
大
成
』
第
七
巻
の
解
題
一
二
一
八
頁
に
よ
れ
ば
、
飛
鳥
井
雅
敦
の
生
年

は
天
文
一
七
（
一
五
四
八
）
年
、
没
年
は
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
。

（
11
）　
『
私
歌
集
大
成
』
第
七
巻
の
解
題
一
二
四
〇
頁
に
よ
れ
ば
「
実
条
Ⅷ　

実
条
公
御

（
二
二
）



詠
草
」
は
慶
長
一
五
（
一
六
一
〇
）
年
か
ら
一
七
（
一
六
一
二
）
年
の
四
四
首
を
収

め
る
。

（
12
）　

古
注
本
は
濁
点
を
付
け
ず
に
「
ミ
タ
ヒ
」
と
す
る
本
が
多
い
。

（
13
）　

建
武
四
（
一
三
三
七
）
年
清
原
頼
元
点
（
巻
一
～
六
）
及
び
康
永
元
（
一
三
四
二
）

年
清
原
良
兼
点（
巻
七
～
十
）の『
建
武
鈔
本
論
語
集
解
』。
大
東
急
記
念
文
庫
蔵『
論

語
集
解
』
の
複
製
本
で
あ
る
蒲
田
清
次
郎
編
『
建
武
四
年
鈔
本
論
語
』
に
よ
る
。

（
14
）　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
青
淵
論
語
文
庫
〔
青
八
九
〕『
元
龜
抄
本
論
語
』
存
三

巻
（
巻
一
・
二
・
十
）
桂
庵
玄
樹
点
、
春
永
書
に
よ
る
。
桂
庵
玄
樹
の
生
年
は
応
永

三
四
（
一
四
二
七
）
年
、
没
年
は
永
正
五
（
一
五
〇
八
）
年
で
あ
る
。

（
15
）　
「
交
」
の
次
に
「
言
」
の
字
無
し
。

（
16
）　

松
山
玖
也
編
『
桜
川
』
は
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
刊
。
翻
刻
版
の
『
桜
川
』（
財

団
法
人
大
東
急
記
念
文
庫　

一
九
六
〇
年
）
及
び
加
藤
定
彦
解
説
『
桜
川 

上
巻
』（
財

団
法
人
大
東
急
記
念
文
庫　

一
九
八
五
年
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
数
字
は
巻
頭
句
か

ら
数
え
て
何
番
目
の
句
か
を
示
す
。

（
17
）　
「
な
ら
が
し
は
」
は
「
楢
柏
」
で
あ
ろ
う
。「
な
ら
」
は
「
習
ふ
」
を
掛
け
る
と
思

わ
れ
る
。

（
18
）　

松
永
貞
徳
が
林
羅
山
（
道
春
）
と
深
い
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
小
高
敏

郎
『
新
訂　

松
永
貞
徳
の
研
究
』（
臨
川
書
店 

一
九
八
八
年
復
刻
版
発
行
）
に
お
い

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

新
村
出
校
閲
、
竹
内
若
校
訂
『
毛
吹
草
』（
岩
波
書
店 

一
九
四
三
年
）
一
〇
一
頁

に
よ
る
。

（
20
）　

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
團
編
（
代
表
者　

築
島
裕
）『
高
山
寺
古
訓
點
資
料

第
一
』（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
九
冊
）（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
。

同
書
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
初
期
の
加
点
と
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

（
21
）　

石
塚
晴
通
・
小
助
川
貞
次
解
題
『
重
要
文
化
財　

論
語
集
解　

正
和
四
年
写
』
東

洋
文
庫
善
本
叢
書
11
（
勉
誠
出
版　

二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
。

（
22
）　

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
清
家
文
庫
Ｓ
１
２
１
『
論
語
』（
室

町
期
写
）
に
よ
る
。

（
23
）　

閑
堂
學
人
解
題
『
成
簣
堂
蔵
本
論
語
鈔
』（
成
簣
堂
叢
書
第
十
編
）
民
友
社 

大
正

六
（
一
九
一
七
）
年
複
製
本
に
よ
る
。
末
尾
に
「
文
明
七

乙　
　

未
仲
冬
巳
浣
題
」
と
あ
る
。

文
明
七
年
は
一
四
七
五
年
。

（
24
）　

永
禄
九
（
一
五
六
六
）
年
成
立
。
東
洋
文
庫
・
岩
崎
文
庫
の
善
本
画
像
デ
ー
タ
Ｃ
39
『
永

禄
本
論
語
』
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）　

石
川
洋
子
『
近
世
に
お
け
る
『
論
語
』
の
訓
読
に
関
す
る
研
究
』（
新
典
社 

二
〇
一
五
年
）

一
四
八
頁
は
「
曰
」
を
「
ノ
タ
マ
ハ
ク
」
と
訓
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
世
の
『
成

簣
堂
蔵
本
論
語
鈔
』
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

（
26
）　

飯
田
正
・
榎
坂
浩
尚
・
乾
裕
幸
校
注
「
古
典
俳
文
学
大
系
4　

談
林
俳
諧
集
二
」（
集
英

社 

一
九
七
二
年
）。『
論
語
』
憲
問
四
五
か
ら
取
り
込
ん
だ
一
節
は
九
八
～
九
九
頁
に
見
え

る
。

（
27
）　

小
高
敏
郎
・
森
川
昭
・
乾
裕
幸
校
注
『
貞
門
俳
諧
集
二
』（「
古
典
俳
文
学
大
系
２
」
集

英
社 

一
九
七
一
年
）に
よ
る
。「
井
坂
春
清
挙
俳
旗
事
」は
六
七
一
～
六
七
二
頁
に
見
え
る
。

（
よ
し
だ
け
ん
い
ち
／
近
世
俳
文
学
）

（
二
三
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
と
『
論
語
』
古
注
本
・
新
注
本
と
の
関
係
に
つ
い
て




